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１ 管 理 部 門 

（１）法人の概要

【事業内容】 
公益財団法人北海道精神保健推進協会は、精神保健思想の啓発普及と精神障碍者等(メンタル

ヘルスケアの諸問題を抱える人を含む。)の社会参加を促進し、精神障碍者等の福祉の向上に寄

与することを目的として運営しており、定款に掲げる事業は、次のとおりである。 

・精神保健思想の啓発普及 

・精神障害者等の社会復帰のための医療施設(デイケア及び診療所)の設置及び運営 

・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

・障害者総合支援法に基づく一般相談支援事業・特定相談支援事業 

・障害者地域生活支援センター等の相談支援事業に対する指導援助 

・精神障害者等の就労・雇用に向けた支援 

・地域精神保健・医療・福祉充実のための支援 

・精神保健医療福祉に関する調査研究 

・その他本会の目的を達成するために必要な事業 

○法人の主な事業 

精神障碍者の社会復帰や社会参加の促進を図ることを目的に、精神科デイケア施設（独

立型）である「こころのリカバリー総合支援センター」を運営するとともに、多機能型事

業所として、就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」、就労移行支援事業

所「ここスタ」、就労定着支援事業所を運営している。また、相談支援事業所「ココクル」

を設置している。 

「リカバリーセンター」では医学的管理のもとに、通所者への個別的相談や指導、社会

的自立のための基礎的訓練、生活指導、作業訓練、レクリエーション、体力づくりなどを

週間プログラムに沿って実施している。 

また、北海道から委託事業として、高次脳機能障碍者の受け入れ（平成１６年度～）や

精神障碍者の入院から地域生活への移行支援事業の実施（平成１９年度～）、「北海道ひ

きこもり成年相談センター」の運営（平成２１年度～）を行うほか、札幌市からの委託事

業として、「札幌市ひきこもり地域支援センター」（平成２７年度～）の運営を行ってい

る。 

【役員】 理事１０名・監事２名・顧問１名・参与１名・評議員１１名 

※氏名等資料編（５１Ｐ）に掲載 

【法人職員】（合計２２名：常勤職員 １３名、非常勤職員 ９名）※R3.3.31 現在

○「こころのリカバリー総合支援センター」 

 ・常勤職員  ９名 所長（医師・理事長）、事務職員２名、精神保健福祉士４名、 

作業療法士１名、保健師１名、(精神保健福祉士・兼務 1名) 

   ・非常勤職員 ３名 医師１名、事務職員１名、精神保健福祉士１名 

○就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員   ２名 管理者（精神保健福祉士）、職業指導員（精神保健福祉士）１名、 

      ・非常勤職員 ６名 生活支援員 １名、 

目標工賃達成指導員 １名、調理員 ４名

○就労移行支援事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員  １名 

 就労支援員（作業療法士）１名 

（管理者（精神保健福祉士・兼務））、 (生活支援員（精神保健福祉士・兼務）) 

  ・非常勤職員 １名 職業指導員１名    

○相談支援事業所「ココクル」 
・常勤職員   １名  管理者（精神保健福祉士）、（相談員（精神保健福祉士・兼務））
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（２）理事会・評議員会等
区     分 年月日、会場等 議事等の内容 

当法人監事による令和元年度

決算等監査 

令和 2年 5月 22 日 

於：こころのリカバリー総合 

支援センター 

令和元年度 事業の実施状況、

予算執行状況、財産目録等関係

帳票の監査 

（出席） 

監事 2名 

令和 2年度第 1回理事会 令和 2年 6 月 23 日 

書面表決 

令和元年度 事業報告、決算報

告及び令和元年度補正予算等 

令和 2年度度第 1回評議員会 令和 2年 6月 23 日 

オンライン開催 

令和元年度 事業報告、決算報

告及び令和元年度補正予算等 

（出席） 

評議員 8名 

みなし理事会 令和 2年 8月 11 日 

書面表決 

令和 2年度第 1次補正予算等 

みなし評議員会 令和 2年 8月 13 日 

書面表決 

令和 2年度第 1次補正予算 

令和 2年度第 2回理事会 令和 3年 3月 10 日 

書面表決 

令和 3年度事業計画、収支予算

等 

令和 2年度第 2回評議員会 令和 3年 3月 22 日 

書面表決 

令和 3年度事業計画、収支予算

等 

みなし理事会 令和 3年 3月 30 日 

書面表決 

常務理事の選定について 
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２ 事 業 部 門 

１「精神障碍者等」の社会参加への支援 

 イ 精神科デイケア事業（こころのリカバリー総合支援センター） 

 ① 精神科デイケアの実施 

ａ デイケア事業概況  

R2 R3

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

21 19 22 22 20 21 22 20 21 20 19 23 250

129 128 128 129 128 132 127 131 132 134 132 133

13 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

466 396 592 615 552 640 668 588 608 612 615 656 7,008

35 23 35 36 30 14 18 28 25 20 25 34 323

2 1 2 3 3 4 1 4 3 3 1 2 29

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

5 3 2 4 0 6 0 2 1 3 1 6 33

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

22.2 20.8 26.9 28.0 27.6 30.5 30.4 29.4 29.0 30.6 32.4 28.5 28.0

月間在籍者数
 下段：高次脳再掲

一日平均出席数

延べ出席者数
（デイケア等）

下段:高次脳再掲

開設日数

通所開始

下段：高次脳再掲

通所終了

下段：高次脳再掲

ｂ 令和元年度に在籍した通所者の概要 

表.1-1 通所者の件数
男 女 計

前年度から継続 101 39 140

当年度に通所開始 20 9 29

計 121 48 169

表.2-1 通所者の年齢
年齢区分 男 女 計

10～19歳 3 3 6

20～29歳 28 16 44

30～39歳 35 14 49

40～49歳 37 8 45

50歳以上 18 7 25

計 121 48 169

平均年齢 38.2歳 35.4歳 37.4歳
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表.3-1 疾患別状況
人数 構成

F2 統合失調症 56 33.1%

F3 気分（感情）障害 35 20.7%

F4 神経症性障害 18 10.7%

F6 人格障害 0 0.0%

F7 精神遅滞 3 1.8%

F8 発達障害 33 19.5%

F9 行動および情緒の障害 7 4.1%

G4 てんかん性障害 4 2.4%

G9 神経系のその他の障害 0 0.0%

高次脳機能障害（※） 13 7.7%

計 169 100%

表.4-1 通所年数

通所年数区分 通所者 終了者 計

１年未満 26 8 34

１年以上～３年未満 25 10 35

３年以上～５年未満 26 7 33

５年以上～１０年未満 40 5 45

１０年以上 19 3 22
計 136 33 169

平均通所年数 5年5ヶ月 4年4ヶ月 5年2ヶ月

表.5-１ 出席状況
通所日数区分 在籍者 終了者 計

50日以下 93 33 126
51日以上～100日以下 19 0 19
101日以上～150日以下 7 0 7
150日以上～200日以下 10 0 10
201日以上 7 0 7

計 136 33 169
平均通所日数 50.7 2.5 39.6

表.6-1 終了時転帰

転帰区分 男 女 計

就労・就学 6 1 7
事業所 5 1 6
在宅 6 3 9
入院 5 3 8
死亡 0 1 1
その他 2 0 2

計 24 9 33

ｃ 年度別通所開始者・終了者     

（高次脳機能障害　再掲） (単位:人)
年      度 通所開始者 通所終了者

昭和63年度～令和元年度 896 750
高次脳機能障害 (45) (35)
令和2年度 29 33
高次脳機能障害 (1) (4)

925 783
(46) (39)

計

※疾患別状況（高次脳機能障害内訳）

人数 構成

F04　器質性健忘症候群 9 69.2%

F07　器質性パーソナリティ行動障害 2 15.4%

計 13 100%

2 15.4%

F06　脳損傷、脳機能不全および
　　　身体疾患による他の精神障害
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ｄ 年度別通所終了者の理由 
年　　　度 就労・就学 事業所 在宅 中断 入院 死亡 その他 計

昭和63年度～令和元年度 128 168 150 40 219 8 37 750 

（高次脳機能障害　再掲） (4) (14) (7) (6) (2) (2) (35)

令和2年度 7 6 9 8 1 2 33

（高次脳機能障害　再掲） (1) (2) (1) (4)

135 174 159 40 227 9 39 783 

(4) (15) (9) (6) (2) (3) (39)

総数

総計

ｅ 通所希望見学者及び体験者数              
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

精神科デイケア 1 3 2 1 4 3 7 2 6 1 4 6 40
高次脳機能障害 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

見学・体験者数

ｆ デイケア年間行事実施状況 

月 日 行事名 人数（メンバー）
5 4 特別デイケア 16
7 24 特別デイケア 32
9 18 キャンプ代替イベント 46
9 21 特別デイケア 26.5
11 1 センター祭 48
12 25 クリスマスナイトケア 22
12 29 年納め会 25.5
1 4 新年会 30
1 16 特別デイケア 10
2 13 特別デイケア 15.5

ｇ 関係団体の支援及び各種行事への参加状況 

月 日
10 4 第24回精神障害者社会参加促進研修会参加

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、その他行事は中止となった 

ｈ 地域生活支援事業 

  ・地域生活支援業務 
（単位：回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
家族訪問及び同行支援 4 1 3 4 2 1 0 1 0 0 0 0 16
関係機関とのケース会議 0 0 0 3 0 1 0 1 0 0 1 1 7
関係機関連携（電話・来所等） 10 5 11 14 4 4 13 3 7 3 4 10 88

・個別相談関連業務件数 
（　）は高次脳再掲 （単位：回）

メンバー 108 (1) 86 (1) 106 (1) 84 (1) 105 (1) 103 (0) 120 (0) 82 (0) 74 (0) 76 (0) 75 (0) 54 (0) 1073 (8)
OB 8 (1) 0 (0) 3 (1) 4 (1) 4 (0) 3 (0) 4 (0) 1 (0) 3 (1) 2 (0) 7 (0) 6 (1) 45 (2)
家族 3 (0) 4 (1) 6 (2) 6 (1) 1 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 2 (0) 5 (0) 6 (0) 3 (1) 37 (5)
一般 1 (1) 0 (2) 0 (6) 8 (9) 0 (2) 1 (0) 1 (3) 1 (0) 1 (4) 1 (0) 1 (1) 0 (3) 15 (15)

9月 3月 計10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月
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② ＯＢ会活動支援 

ａ アフターケア（ＯＢ会）関連業務 

月 日 曜日 内 容 場 所
参加
人数

4 4 土
　元気でやっとる会（交流会）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

9 29 火  幹事会（今後の交流会について話し合い）  こころのリカバリー総合支援センター 3 

11 24 火
 幹事会
 機関誌（こまん・たれ・ぶー）編集・発送

 こころのリカバリー総合支援センター 1 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和 2年度は元気でやっとる会（交流会）の開催を自粛 

③ 家族会活動支援 

ａ 家族会関連業務 

(単位:人)

月 日 曜日
出席

人数

4 1 水   発送 3名

4 15 水   お休み（リラの会総会中止） -

5 7 水   発送　 3名

5 19 水  お休み -

6 3 水  発送 3名

6 17 水  お休み -

7 1 水   発送 3名

7 15 水  お話合い 18名

8 5 水   発送 3名

8 19 水  お話合い（4グループに分かれて） 17名

9 2 水   発送 3名

9 16 水  ここリカ・プロダクション活動内容紹介 11名

10 7 水   発送 3名

10 21 水  メリデン版訪問家族支援について 11名

11 4 水   発送 3名

11 1 日  センター祭参加 10名

12 2 水   発送 3名

内　　容
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月 日 曜日
出席

人数

12 16 水  お休み -

1 6 水   発送 3名

1 20 水   お休み（新年会中止） -

2 3 水   発送 3名

2 17 水  お休み -

3 3 水   発送 3名

3 17 水  お休み -

内　　容

※コロナウイルス感染拡大防止のため 

ロ 障碍者就労支援事業 

ハ 障害者総合支援法に基づく福祉サービス事業 

（１） 多機能型事業所（就労移行支援事業・就労継続支援Ｂ型事業）の運営 

① 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

令和２年度は、コロナ禍での活動となり、例年とは異なる動きを求められた。全国に先

駆け発出された、北海道の緊急事態宣言下では、職員・メンバーともに感染予防の観点か

ら連休を含めた２週間のリモートワークを実施した。仕事の中でオンライン会議システム

のzoomを使っていたこともあり、さほど困難もなく仕事を行えるということは実証できた。

一方で、在宅ワークが長くなることでの課題（体調管理など）も明確になった。 

これまで多く引き受けてきた大学等での講義については、上半期は軒並み中止となり、

メンバーの収入減が懸念されたが、下半期に「オンラインによる講義」の依頼が増え、通

常依頼が来ることがなかった道外の大学、専門学校からの依頼もあったことは収穫であっ

た。 

一方、例年さほど多くはなかった「動画撮影」「zoom による研修の配信」という仕事が

激増し、仕事の幅が広がった。６年間、積み上げてきたスキルがいかされた形となり、メ

ディア事業所として認知されてきていることも実感できた。 

課題としては、仕事の依頼が増え、収入が増えた半面、当初から目的としてきた「情報

発信」について、考え、話し合い、形にしていくことに手を付けられなかったことである。

次年度以降、改めて力を入れていく必要があると考える。 

ａメンバー構成 （令和 3年 3月 31 日現在）定員 14 名 

① 性別： 登録者 14 名 （男性 11 名、女性 3名）  

② 年齢： 平均年齢 40.6 歳 （最低 21 歳、最高 55 歳） 
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③障碍状況：  

疾患名 人数 

身体障碍 2 

知的障碍 3 

精神障碍 11 

計 16 

※（2名重複） 

ｂ福祉手帳取得状況 

※（2名重複取得） 

ｃ通所者数 

①通所状況 
令和２年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均 

登録人数 14 14 13 13 13 14 13 13 14 14 14 15 13.7 

平均通所者数/日 10.7 12.3 11.0 11.1 11.3 11.2 11.0 11.6 10.6 11.8 12.5 12.3 11.5 

ｄ工賃 

工賃支給実績の推移 

手帳等級 人数 

身体障害者福祉手帳１級 1 

身体障害者福祉手帳４級 1 

療育手帳Ｂ 1 

療育手帳Ｂ－ 2 

精神保健福祉手帳１級 1 

精神保健福祉手帳２級  8 

精神保健福祉手帳３級 1 

なし 1 

計 16 

令和２年度 総計 

工賃支給額 6,246,815 円

平均支給額(月給) 40,353 円
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ｅ活動内容 

○行政との協働（委託事業など）の実績 

市町村名／事業名 

北海道 「防護服着脱映像制作」 

    「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関わる映像制作」

○他の NPO・市民活動団体との協働の実績 

団体名 摘要 

北海道精神保健協会 機関誌発送業務

北翔大学橋本ゼミ 卒業研究 DST 制作協力 

北海道地域ケアマネジメントネットワーク（北海道 CMネット） 体験談報告

きらりの集いオンライン 運営補佐

ふくおか NPO センター HAPPY ぼうさいプロジェクト

リジリエンス研究情報センター ホームページ管理

白石東地区社会福祉協議会 白石東地区防災研修 R2年度災害時要配慮者避難支援研修会 

北広島福祉ショップふゅーる イベントへの出店参加 

地域移行研修事業 オンラインピアカウンセリング研修 

特定非営利活動法人 障がい者就労支援の会 あかり家 障碍者体験ゲームヒアリング 

○講義実績 

団体名 

札幌医科大学（OT） 

札幌保健医療大学（Ns） 

星槎道都大学（PSW） 

仙台白百合女子大学 

日本医療大学（NS） 

北海道医療大学（Ns） 

北海道文教大学（Ns） 

北翔大学（PSW） 

北星学園大学（PSW、中村ゼミ） 

大阪保健福祉専門学校（PSW） 

札幌リハビリテーション専門学校（OT） 

北海道福祉・保育大学校（PSW） 

北海道リハビリテーション大学校（OT） 

公益社団法人 北海道家庭生活総合カウンセリングセンター 

一般社団法人 北海道精神保健福祉士協会 

釧路脳外傷リハビリテーション講習会 
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○撮影・映像制作 

団体名／事業名 区分

小樽市中部地域包括支援センター  

／「小樽市高齢者お元気プロジェクト！」自宅でできる運動、

脳トレ、手洗い動画製作 

撮影・映像制作

精神障害者の自立支援を考える会 

／刑法３９条・医療観察法を考えるシンポジウム２０２０ 
撮影・映像制作 

こころのピアサポートフォーラム 2021in 北海道    映像制作 

社会福祉法人麦の子会 

／生活発表会 
撮影・映像制作 

札幌市身体障害者福祉協会 

 ／札幌市身体障害者福祉協会 PR映像 
   映像制作 

札幌市みかほ整肢園  

／「運動会」 
中継・映像制作 

道北センター福祉会 道北地域生活支援センター 

／ ピアサポーター活動紹介映像 
   映像制作 

日本精神保健福祉士協会  

／認定スーパーバイザー養成研修映像 
撮影・映像制作 

北海道学習障害児・者親の会クローバー ／ 発達障害を持つ 

子どもの家族支援≪ペアレントメンター≫研修映像 
撮影・映像制作 

北海道高次脳機能障害リハビリテーション講習会 中継・映像制作 

北海道社会福祉協議会福祉人材センター 

／「介護の基礎知識を学ぶ講習会」
中継・映像制作

北海道中小企業同友会札幌支部 

／障がい者雇用を通して企業づくりを考えるフォーラム 
中継・映像制作 

北海道ひきこもり成年相談センター・札幌市ひきこもり地域支援

センター ／ ひきこもり支援機関関係職員等研修会および、 

ひきこもりサポーター養成研修事業 

撮影・映像制作

北海道精神保健福祉士協会 ／ 入会時指定研修２  中継

北海道精神保健福祉士協会 道北ブロック  中継

全道ピアサポーター研修 中継・進行担当

精神障がい者地域生活支援事業（後志圏域）地域移行研修会 

／精神障がいにも対応した包括ケアシステムの構築を 

目指して ～プロローグ研修～ 

 中継

精神障がい者地域生活支援事業（上川圏域）地域移行研修会 

／精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を 

目指して

 中継
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○主な自主制作作品 

作品名 摘要 

LINE スタンプ～障碍者あるあるスタンプ販売 ｽﾀﾝﾌﾟ販売

「お家でできる 楽笑～らくらく～リフレッシュ体操」 DVD 販売

○ラジオ放送

○見学者来所状況 

総人数 
通所 

希望者 
関係機関 教育機関 実習生 

ボラン 

ティア 

デイケア

メンバー
その他 

４月 3 1 1 1

５月 0

６月 2 1 1

７月 1 1

８月 11 2 3 1 2 3

９月 7 1 2 2 2

１０月 0

１１月 7 6 1

１２月 15 15

１月 3 1 1 1

２月 4 3 1

３月 8 1 5 2

計 61 5 15 29 4 0 1 7

② 就労移行支援事業所の運営 

平成 28 年度 6月に開設して以降の全利用者総数は 17 名となった。 

令和２年度においての内訳としては以下の通りである。就労後継続して働いていた利用

者が課題を感じ再利用する状況が何件かあった。 

なお、今後就職後６か月を経て「就労定着支援事業所」の対象となる利用者がいるた 

め継続した支援を行いながら利用等の手続き等行っていく。 

○利用者内訳（定員６名） 

単位：人 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

新規利用者
（）内再利用 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０
（1） 

１
(１) 

２
(２) 

終了者
（）再就職 

０ １ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０ (１) ５

月毎
登録者数 

５ ５ ４ ４ ４ ３ ３ ２ ２ ３ ４ ４

令和２年度利用者実数：９名 

放送局／周波数 タイトル／放送日時 回数 摘要 

ＦＭアップル 

76.5MHz

「ここプロありのままラジオ-ファンキーで行こう！」 

毎週（木） 14:30～15:00／生放送 

46 回 令和元年5月 9日

より放送開始
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新規利用者    単位：人

内容 人数 

デイケアからの移行  

B 型事業所からの移行 ０ 

その他 ２ 

終了者の転帰         単位：人

内容 人数 備考 

一般企業への就職 ２ 継続就業中 

就労継続等への移行 １ B 型事業所 

中断 ２  

就職先種別（開設以降）                                             単位：人

業種 専門事務 車両販売 調理・給食 行政機関 事務補助 リサイクル業 他 

 １ １ １ １ ２ １ １ 

③就労定着支援事業の運営 

令和 3年 4月 30 日現在、継続して就労している利用者１名が登録している。利

用対象者となりうる就労者は他にもいるが現状ではメールや電話での支援で対応

している。また、継続していた方も退職することがあり、今後の支援の仕方も検

討の余地が残されている。今後必要に応じて就労定着支援への登録を勧め、支援

の幅を広げていく。支援の仕方についても新型コロナの影響があり、沿革による

対応を工夫していく。 

（２）相談支援事業所の運営 

① ココクルの運営 

当法人では「精神障害者等の社会参加の促進」を目的としており、これまでデ

イケア通所者や家族等からの相談に応じているところである。障害者総合支援法

に基づき、①就労支援事業やグループホーム等の障害福祉サービスの利用促進を

図るため、②ここリカ・プロダクションやその他障害福祉サービスの利用更新（概

ね 1年毎）のため、平成 28 年に相談支援事業所を開設し医療から福祉へ繋がる支

援を行っている。令和 2年度の実績としては下記のとおりとなっている。 

○相談実績（件数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規 2 1 1 0 1 1 1 0 2 0 0 0 9 

電話・メール相談 4 6 8 7 7 9 12 11 13 10 11 14 112 

面接相談 16 18 19 15 14 15 12 13 10 9 8 12 161 

訪問・同行支援 9 8 10 11 12 11 10 10 9 8 11 10 119 

関係機関との連絡 11 13 12 10 11 14 13 10 11 12 10 13 140 
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２ 精神障碍者の社会参加を支える体制の整備及び啓発普及 

 イ 精神保健思想の啓発普及と研修事業 

 ① 地域精神保健スタッフ等研修事業 

 ａ デイケア・事業所スタッフのための研修・講座 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。

 ② 実習生、見学の受け入れ事業 

 ａ 施設見学等来所者状況 

月 日 曜日 人数

8 21 金 グループホーム職員 1

9 30 水 10

10 14 水 1

11 2 月 7

19

札幌医科大学大学院生

北星学園大学学生

内　容

家庭生活カウンセリングセンター受講者

 ｂ 実習生受入状況・教員会議及び訪問による打ち合わせ 

人　数

福祉系学科（北海道医療大・札幌学院大・星磋道都大・日本医療大・北翔大） 7

3

看護学科（北海道医療大学） 10

4

24

2回

２回実習指導者会議等出席（オンライン会議も含む）
実習事前訪問対応

計

内　容

医学部（北海道大学）

作業療法学科（札幌医科大学・リハビリテーション大学校）

 ③ 各種研修会への講師派遣及び企画運営の支援事業 

社会福祉団体など関係機関の要請に基づき、研修会への講師派遣や企画運営等への協

力・技術支援を行っている。 

 ④ 市民講座の開催 

    コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。 

 ⑤ 障碍者のスポーツ振興への協力 

精神障碍者のスポーツ振興の意味も含め、精神障碍者団体への体育館貸出などへの協

力を検討中である。 

⑥精神障がい者地域移行研修事業の実施 

（北海道精神障がい者地域生活支援事業（地域移行研修事業）） 

今年度はコロナの影響もあり、例年とは異なる形で研修等を実施した。全ての圏域の

支援センターとオンライン会議システムの zoom を使い、現状と今年度の見通しの打ち合
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わせを実施。その上で、オンライン研修を軸とした研修計画にシフトした。その話し合

いの中で、ピアサポーターが病院に入ることができず、活動が縮小され、モチベーショ

ンの低下がみられるという報告が多数挙げられた。その現状に対応するために、全道の

ピアサポーターフォローのための月一回の情報交換、意見交換会をオンラインで実施す

ることとした。また、センター長の定期的な情報交換も必要という意見から、センター

長会議も年５回、定期実施した。 

センター長会議の中で、ピアカウンセリングセミナー基礎研修の実施を求める声も多

かったが、対面での実施が難しいことから、オンラインでの実施も試みた。初のオンラ

イン実施のために、難しさもあったが、参加者からは好評で、継続実施を求める声も多

かった。次年度に向けての課題としたい。 

全道ピアサポーター研修（例年３日間）については、時期は例年と同じにしたが、北

海道の感染状況を鑑み、札幌市実施を避け、旭川会場、苫小牧会場、オンライン参加に

分け、中継で各会場を結び、交流できる工夫をして２日間で実施した。感染状況に合わ

せた実施ができたことで、研修の目的は達成され、交流もできたということで好評であ

った。 

エリア別研修については、集合型での実施が困難であったために、オンラインと集合

型を組み合わせ、数か所の圏域で同時開催、その様子をライブ配信するという工夫によ

って、エリアをまたいだ全道域の研修として実施することができた（地域移行研修とエ

リア別研修の混合型）。 

次年度においても、コロナの感染状況を見ながら、柔軟な研修実施が求められるので、

工夫しながら実施していく。 

ａ 地域移行研修会打ち合わせ 
日 時 会 場（圏域） 内  容

5 月 25 日
11：00～

砂川ぽぽろ打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 25 日
14：00～

深川あっぷる打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 26 日
11：00～

富良野打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 27 日
10：00～

岩見沢りら打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 27 日
13：00～ 帯広打ち合わせ（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 27 日
15：00～

室蘭らん打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 29 日
10：00～

名寄打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 29 日
13：30～ 北見打ち合わせ（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

5 月 29 日
16：00～

函館打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

6 月 1 日
10：00～

釧路打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

6 月 3 日
13：00～

旭川打ち合わせ
（zoom）

圏域の現状とコロナ禍での研修開催についての話し合い

 ｂ センター長会議 
日 時 会 場（圏域） 内  容

7 月 2 日
11：00～

第一回センター長
会議（zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（研修について、
ピアサポーターへの支援方法についてなど）
→毎月のピア意見交換会の実施が決まる
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日 時 会 場（圏域） 内  容 
8 月 18 日
11：00～

第二回センター長
会議（zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（研修についてなど）

10 月 27 日 
15：00～ 

第三回センター長
会議（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（研修についてなど） 

5 月 27 日 
10：00～ 

第四回センター長
会議（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（研修についてなど） 

5 月 27 日 
13：00～ 

第五回センター長
会議（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（研修についてなど）

 ｃ ピアサポーター会議（zoom） 
日 時 参加者 内  容

7 月 30 日 10：00～ ４６名 各センターのピアサポーター自己紹介、情報交換

8 月 12 日 10：00～ ３８名 情報交換と各センターからの近況報告

9 月 15 日 10：00～ ４２名 情報交換と各センターからの近況報告

12 月 30 日 10：00～ １４センター 情報交換と各センターからの近況報告

1 月 20 日 11：00～ １２センター 情報交換と各センターからの近況報告

2 月 9 日 11：00～ １５センター 情報交換と各センターからの近況報告

3 月 9 日 11：00～ １４センター 情報交換と各センターからの近況報告

 ｄ ピアカウンセリングセミナー（zoom） 

日 時
参加者数
（当事者）

内  容

10 月 13 日 13：30～ ２３名 オリエンテーション、自己紹介

10 月 27 日 13：30～ ２２名 演習「他己紹介」

11 月 10 日 13：30～ １８名 演習「話し合いの進め方」

11 月 24 日 13：30～ １６名 演習「決定の自分史」

12 月 15 日 13：30～ １７名 演習「誰が何を言っているの」

12 月 22 日 13：30～ １６名 演習「自分自身に対する気持ち」

1 月 12 日 13：30～ １６名 振り返り、演習「得意の一歩」
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 ｅ ピアサポーター研修 

年月日
参加者

（当事者再掲）
開催場所 内  容

10 月 1 日（木）

～10月2日（金）

鷹栖
26 名

（18 名）
苫小牧
21 名

（14 名）
Zoom 
48 名

（38 名）

鷹栖町会場
苫小牧会場
（会場間は

zoom で結ぶ）
Zoom による

参加

一日目 13：00～16：30
グループワーク（自己紹介、どうやって来たか、何を期待して

きたか、気分調べ） 
 支援センター報告（10 分）（稚内）鷹栖

 支援センター報告（15 分）（後志）オンライン
   質疑応答 

休憩 5 分
  支援センター報告（10 分）（道北）鷹栖

  支援センター報告（12 分）（北見・遠紋）オンライン
   質疑応答

休憩 10 分
  支援センター報告（10 分）（釧路・根室）オンライン

  支援センター報告（15 分）（函館）苫小牧
   質疑応答

休憩 5 分
 支援センター報告（10 分）（北空知）オンライン

 支援センター報告（15 分）（室蘭）苫小牧
休憩 5 分

グループワーク （今日の報告を聞いた感想、考えたこと、質
問などを出し合う、気分調べ）

1 日目終了
明日の連絡など

二日目  9：30～12：30 
グループワーク（気分調べ）

 支援センター報告（9 分）（苫小牧）苫小牧
 支援センター報告（10 分）（日高）オンライン

質疑応答
休憩 10 分

 支援センター報告（15 分）（旭川）鷹栖
 支援センター報告（10 分）（南空知）オンライン

質疑応答
休憩 5 分

 支援センター報告（15 分）（富良野）鷹栖
 支援センター報告（10 分）（中空知）鷹栖

    質疑応答
休憩 10 分

 支援センター報告（15 分）（千歳）苫小牧
 支援センター報告（10 分）（帯広）オンライン

質疑応答
休憩 5 分

 支援センター報告（10 分）（留萌）鷹栖

グループワーク（今日の話を聴いて考えたこと、感じたこと、
質問）

2 日目終了
※交流時間 ～13：40 は会場を開放しています。
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 ｆ 地域移行研修 
日 時 会 場 参加者 内  容

11 月 9 日 倶知安厚生病院 12 名 地域移行研修打ち合わせ

11 月 20 日（金）
13：30～15：30 

倶知安町福祉文化ホ
ール

（倶知安町）

後志圏域
33 名
他圏域 
10 名

Zoom ウェビナー配信
研修趣旨説明：精神障がい者地域生活支援センターし
りべし センター長 安田 亜子
講演：「包括ケアシステムを始めよう ～その第一歩を
後志に刻む～ 」
講師 JA 厚生連 倶知安町厚生病院 診療部長 土
田 正一郎先生
話題提供：「包括ケアシステムにおけるピアサポーター
の未来可能性」
話題提供者～精神障がい者地域生活支援センターしり
べし ピアサポーター

2 月

【旭川会場】旭川市障害
者福祉センターおぴっ

た会議室１
【鷹栖会場(上川中部)】
鷹栖地区住民センター

ふらっと ホール
【富良野会場（富良
野）】ラベンダーの郷
富良野地域生活支援セ
ンター
【名寄会場(上川北部)】

駅前交流プラザ「よろー
な」

旭川２３名

（３名）

Zoom２名

鷹栖１９名

富良野１６

名

（４名）

名寄 9 名

（４名）

Zoom５名

他圏域から

Zoom 
５６名

（１４名）

13：00 受付
13：30 開会・オリエンテーション
13：40～15：00 講演「精神障害にも対応した
地域包括ケアシステムの構築を目指して」
講師 社会福祉法人 蒼渓会 理事長 有野 哲章 氏

（他圏域の人はここまでの参加）
休憩
15：10～16：00 グループワーク
「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

構築に係る協議の場設置に向けて」
16：00～16：30 総括

 ロ 高次脳機能障碍者支援事業等 

 ① 相談窓口及びリハビリ提供・地域生活支援事業【在宅生活支援事業】 

 １．支援プログラムの実施状況及び相談件数 

○リハビリテーションプログラム実施状況（※通所登録者数は月の保席数） 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

通所登録者（人） 13 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
実施回数（回） 21 19 22 22 20 21 22 20 21 20 19 23 250
延べ人数（人） 35 23 35 36 30 14 18 28 22 20 25 34 320
1 日平均通所者（人） 1.7 1.2 1.6 1.6 1.5 0.7 0.8 1.4 1.0 1.0 1.3 1.5

・新規登録者：1名  

① A 氏 40 代 男性 くも膜下出血による高次脳機能障害 

・終了者：4名 

① B氏 40 代 男性 交通事故による高次脳機能障害 終了理由：事業所通所 

② C氏 70 代 男性 くも膜下出血高次脳機能障害 終了理由：高齢のため通所困難 

③ D氏 40 代 男性 交通事故による高次脳機能障害 終了理由：遠方のため通所困難 

④ E氏 50 代 男性 頭部外傷による高次脳機能障害 終了理由：連絡とれず中断 

〈登録者の動向〉 

コロナウイルスの流行により、持病があるため通所を中断する方、高齢のため外出は自

粛するという方がいた。他事業所を併用利用している方も数名いる。 
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【プログラムの内容】

ＡＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

   全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動 

（バドミントン、バレー、卓球等） 

   小グループ（クローズグループ）による話し合いで構成される活動 

（料理、話し合い、外出等） 

   軽スポーツ エクササイズやヨガ等のゆるやかな運動 

   治療系プログラム 

（心理教育、WRAP、自分のトリセツ作り、アンガーマネジメント等） 

ＰＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

   全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動 

（バドミントン、バレー、卓球等） 

行事の企画運営グループ等    

クラブ活動（陶芸、絵画、英会話、茶道、スポーツ、卓上ゲーム、麻雀等） 

行事への参加：センター祭 等 

※通所日数は、他機関との併用、体力や精神的疲労の度合いなど個々の状況に合わせて

決定している。その中で複数あるプログラムから自分に適したプログラムを選択し参加

する。（必要に応じスタッフがプログラム選択の助言を行う） 

○相談支援件数と内容 

【相談内容】 

・本人 対人関係や生活上の悩みや不安、就労等への準備、日常

生活における計画や手順の工夫など  

・家族 関わりの苦労、工夫を聴くほか、本人と他の家族との意

思疎通や目標確認 

・医療機関（脳神経外科・リハ科・精神科病院、クリニック） 

退院後の支援、リハビリテーションについて  

・行政機関、就労支援・介護支援・相談支援事業所 受け入れ先

について、対応困難なケースについて 

○同行支援・家庭訪問と内容 

 ・家庭での生活状況の確認や家事等の本人の自立に向けた助言、指導を行った。 

○精神科医による診察

 ・外来診察 【47 件】 

近年はデイケア利用者だけではなく、定期的な診察や生活支援のために利用する方も増

えている。手帳の申請や、裁判に係る意見書を作成。 

 計 

電話（家族・本人） 26 

電話（関係機関） 47 

来所相談 21 

訪問・同行 12 

文書・メール 48 

見学（家族・本人） 2 

見学（関係機関） 1 

計 157 
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２．支援計画の作成と評価 

 ○新規支援計画の作成 

  医師の診断とコメディカルによる認知機能、ADL 評価を行い、今後必要とされる地域資

源やリハビリプログラムの検討を行った。 

○本人・家族の目標設定と振り返り 

 実  施  内  容 

４月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

４月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

１０月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

１０～１１月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

３．支援調整・検討会議の開催 

○施設内支援検討会議 

 回数 実 施 内 容 

4 月 4 支援計画の評価検討、対応の検討、新規受け入れ会議 

5 月 2 対応の検討

6月 3 対応の検討

7月 6 対応の検討 

8 月 11 対応の検討、ケース検討

9月 - 

10 月 1 支援計画の評価検討 

11 月 2 対応の検討 

12 月 2 対応の検討

1月 3 対応の検討

2月 3 対応の検討

3月 1 ケース検討 

○他機関との支援調整会議 

実施日 参加機関 内 容 
７月 15 日 本人、母、B型事業所職員、就労移行支援

事業所職員、GH職員、相談室職員、当セン
ター職員 

事業所利用に向けて、これまで
の経過と今後の生活について情

報共有 
７月 15 日 B 型事業所職員 2名、当センター職員 一般就労に向けて、経過の報

告と情報共有、今後への検討 

10 月 9 日 弁護士、当センター精神科医 裁判に向けた打ち合わせ 

10 月 20日 弁護士、当センター精神科医 裁判に向けた打ち合わせ 

10 月 22日 弁護士、当センター精神科医 裁判に向けた打ち合わせ 

12 月 15日 弁護士、当センター精神科医 裁判に向けた打ち合わせ 

12 月 28日 弁護士、当センター精神科医 裁判に向けた打ち合わせ 

2 月 12 日 リハ病院 SW、当法人事業所スタッフ ケースの状況確認と共有 
3 月 2 日 本人、母、B型事業所職員（Ns.）、 

当センター職員 
生活習慣、保健指導 
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○その他他機関との連携 

実施日 関係機関 内  容 

6 月 9日 B型事業所 利用に向けての見学同行 

8 月 20 日 区役所 事業所利用にあたっての聞き取り同行 

12 月 28日 裁判所 外来利用者の裁判にて医学的知見の供述のため
の出廷 

４．関係機関相互の情報交換及び参加研修会等 

実施日 実 施 内 容 主 催 

6月24日 令和2年度 第1回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーション 
センター 

7月17日 令和2年度 第1回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーション 
センター 

7月29日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会① 講習会実行委員会 

7月29日 高次脳機能障がい者支援事業委託事業者打ち合わせ会議  北海道保健福祉部福祉局 

障がい者保健福祉課 

8月26日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会② 講習会実行委員会 

9月10日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会③ 講習会実行委員会 

10月15日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会④ 講習会実行委員会 

11月2日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑤ 講習会実行委員会 

11月7日 北海道 高次脳機能障害 リハビリテーション講習会 講習会実行委員会 

12月8日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑥ 講習会実行委員会 

1月23日 釧根脳外傷リハビリテーション講習会 釧根脳外傷リハビリテーション講習会
実行委員会 

５．支援ネットワークの構築 

 ホームページやパンフレット、研修会等で当施設を知った関係機関からの支援法や情

報を求める連絡を受け、これまで確立したネットワークをもとに情報の伝達を行った。

また、ケースを通じて就労継続事業所や保健師、介護支援専門員、訪問リハスタッフな

どで支援目標の確認を共同して行うことや研修会の企画を共同して行うことで、お互い

に相談でき対応の調整がしやすくなった。 

６．講演・講師派遣 

〇 高次脳機能障害リハビリテーション講習会について 

北海道高次脳機能障害リハビリテーション講習会の実行委員会事務局として運営。 

日時：11 月 7 日（土） 13:00～16:00（オンライン開催） 

テーマ：あなただけの物語がある～生きづらさと希望の会話からみえるヒント～ 

第 1部 講演「あなただけの物語がある～生きづらさと希望の会話からみえるヒント～」 

社会学の観点から物語（ナラティヴ）について考える 

講師：富山大学 教授 伊藤智樹 先生 

第 2部 Q＆A コーナー  

参加者：224 名（当事者、家族、医療・福祉関係者 等） 
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〇普及啓発 

対象：医療福祉系養成校学生、医療福祉専門職 

講師：当法人 多機能型事業所ここリカ・プロダクション 当事者 2名 

内容：当事者の体験談発表、質疑応答 

実施回数：16 回 

 ハ ひきこもり対策推進事業 

 ① 北海道ひきこもり成年相談センターの運営 

② 札幌市ひきこもり地域支援センターの運営 

ａ 相談支援実施状況 

１．相談支援概要 

 ○相談件数（北海道）   （単位：件）
相談件数計 ５２４

新規相談 ９２ 

継続相談 ４３２ 

○相談件数（札幌市）
相談件数計 ２,５７５

新規相談 ２８２ 

継続相談 ２，２９３ 

○相談件数（合計）
相談件数計 ３,０９９

新規相談 ３７４ 

継続相談 ２，７２５ 
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２．相談方法別内訳 

 ○相談方法内訳（北海道） 

 新規 継続 計 構成比 

電話 68 53 121 21.1% 

来所 2 98 100 17.4% 
メール 14 275 289 50.3% 

アウトリーチ 7 6 13 2.3% 

出張相談等 1 0 1 0.2% 

小計 92 432 524 - 

連携 - 50 50 8.7% 

ケア会議 - - - - 

計 92 482 574 100% 

○相談方法内訳（札幌市） 
  新規 継続 計 構成比 

電話 209 263 472 17.2%
来所 17 825 842 30.7%
メール 34 989 1,023 37.3%
アウトリーチ 4 175 179 6.5%
出張相談等 18 41 59 2.2%

小計 282 2,293 2,575 -
連携 - 167 167 6.1%
ケア会議 - - - -

計 282 2,460 2,742 100%

 ○相談方法内訳（合計） 
新規 継続 計 構成比 

電話 277 316 593 17.9%
来所 19 923 942 28.4%
メール 48 1264 1312 39.6%
アウトリーチ 11 181 192 5.8%
出張相談等 19 41 60 1.8%

小計 374 2725 3099 -
連携 - 217 217 6.5%
ケア会議 - - - -

計 374 2942 3316 100%

３．相談時間 

  ○相談時間（北海道）  

０～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 17 46 48 10 121 61:15 30 分

来所 2 9 43 46 100 87:15 52 分

メール 209 57 21 2 289 65:25 14 分

アウトリーチ 3 4 6 13 14:20 1 時間 6分

出張相談等 1 1 1:00 60 分

連携 21 23 3 3 50 15:50 19 分

ケア会議 - - - - - - -

計 252 135 119 68 574 245:5 26 分
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○相談時間（札幌市） 

0～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 116 176 146 34 472 205:19 26 分

来所 58 88 298 398 842 742:18 53 分

メール 796 199 25 3 1,023 204:30 12 分

アウトリーチ 4 9 19 147 179 256:56 1時間26分
出張相談等 4 4 51 59 67:25 1 時間 9分

連携 74 60 17 16 167 56:20 20 分

計 1,048 536 509 649 2,742 1,532:48 34 分

 ○相談時間（合計） 

0～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 133 222 194 44 593 266:34 28 分

来所 60 97 341 444 942 829:33 53 分

メール 1005 256 46 5 1312 269:55 13 分

アウトリーチ 7 9 23 153 192 218:50 1時間16分
出張相談等 0 4 4 52 60 68:25 1 時間 5分

連携 95 83 20 19 217 72:10 20 分

計 1,300 671 628 717 3,316 1,725:27 30 分

４．相談者内訳 

 ○相談者内訳（北海道） 
 件数 構成比 

本人 18 19.6% 

父 6 6.5% 

母 26 28.3% 

兄弟姉妹等 23 25.0% 

その他 18 19.6% 

不明 1 1.1% 

計 92 100% 

○相談者内訳（札幌市） 
 件数 構成比 

本人 50 17.7%
父 31 11.0%
母 99 35.1%
両親  6 2.1%
兄弟姉妹等  54 19.1%
その他   42 14.9%

計 282 100%
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 ○相談者内訳（合計） 
 件数 構成比 

本人 68 18.2%
父 37 9.9%
母 125 33.4%
両親  6 1.6%
兄弟姉妹等  77 20.6%
その他   60 16.0%
不明 1 0.3%

計 374 100%

５．当事者の年齢 

 ○当事者の年齢（北海道） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 1 1 1 3 3.3%
15 歳以上～20 歳未満 10 1 11 12.0%
20 歳以上～30 歳未満 14 6 20 21.7%
30 歳以上～40 歳未満 16 7 23 25.0%
40 歳以上～50 歳未満 9 7 16 17.4%
50 歳以上～60 歳未満 5 3 8 8.7%
60 歳以上 1 1 2 2.2%
不明 6 1 2 9 9.8%

計 62 27 3 92 100%

 ○当事者の年齢（札幌市） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 9 3 12 4.3%
15 歳以上～20 歳未満 34 15 49 17.4%
20 歳以上～30 歳未満 43 10 1 54 19.1%
30 歳以上～40 歳未満 43 18 61 21.6%
40 歳以上～50 歳未満 39 9 48 17.0%
50 歳以上～60 歳未満 25 9 34 12.1%
60 歳以上 2 1 3 1.1%
不明 12 8 1 21 7.4%

計 207 73 2 282 100%

 ○当事者の年齢（合計） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0 0 0 0 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 10 4 1 15 4.0%
15 歳以上～20 歳未満 44 16 0 60 16.0%
20 歳以上～30 歳未満 57 16 1 74 19.8%
30 歳以上～40 歳未満 59 25 0 84 22.5%
40 歳以上～50 歳未満 48 16 0 64 17.1%
50 歳以上～60 歳未満 30 12 0 42 11.2%
60 歳以上 3 2 0 5 1.3%
不明 18 9 3 30 8.0%

計 269 100 5 374 100%
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６．当事者の居住地 

 ○当事者の居住地 

（北海道）              

（札幌市） 
本人居住地 件数 構成比 

札幌市内 31 11.0%
白石区 34 12.1%
豊平区 28 9.9%
厚別区 17 6.0%
手稲区 14 5.0%
清田区 7 2.5%
中央区 32 11.3%
東区 41 14.5%
西区 32 11.3%
南区 17 6.0%
北区 29 10.3%

計 282 100%

７．連携状況 
 北海道 札幌市 

他機関への繋ぎ ３５ １０８ 

他機関からの繋ぎ １６ ６６ 

小計 ５１ １７４ 

主な機関 

保健所 
市町村 
若者サポートステーション 
医療機関（精神科） 等 

各区福祉課・保護課 
医療機関（精神科） 
社会福祉協議会 
民間企業 
医療機関（他科） 
若者サポートステーション 等 
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８．ひきこもり相談から当法人の精神科デイケアを活用したケース 

 ○精神科デイケアへの通所（北海道） 
 人数 

令和 2年度 ０名 

平成 21～令和元年度 ３８名 

計 ３８名 

○精神科デイケアへの通所（札幌市） 
 人数 

令和２年度 ８名 

平成２７年度～令和元年度 ２４名 

計 ３２名 

○精神科デイケアへの通所（合計） 
 人数 

令和２年度 ８名 

平成２７年度～令和元年度 ６２名 

計 ７０名 

○ひきこもり外来状況（北海道） 

年 度 平成２１年-令和元年度 令和２年度 計 

延べ回数 ３２０回 ４２回 ３６２回 

新規ケース ６２名 ３名 ６５名 

○ひきこもり外来状況（札幌市） 
年 度 平成２７-令和元年度 令和２年度 計 

延べ回数 ６９５回 ４３４回 １，１２９回 

新規ケース ６９名 １９名 ８８名 

○ひきこもり外来状況（合計） 
年 度 平成２７-令和元年度 令和２年度 計 

延べ回数 １，０１５回 ４７６回 １，４９１回 

新規ケース １３１名 ２２名 １５３名 

ｂ 支援ネットワークの構築等 

１．ひきこもり支援者連絡会議実施状況（北海道） 

当年度も、「ひきこもり相談会・研修会」として、各保健所および市町村に希望確認をし、

希望のあった地域と連絡調整をし、相談会等を実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止

をふまえ開催を中止した地域が 4 ヶ所、動画配信研修会に振り替えた地域が 3 ヵ所ある。希

望確認の項目と実施状況は以下のとおり。 

<希望確認項目> 

①関わっている機関の職員が集まってのケース検討会 

②個別相談（当事者、家族） ③ひきこもりに関する研修会  ④その他 

月 日 実  施  内  容 備 考 

１０ ６ 中富良野町（富良野保健所） ひきこもり研修会 ケース検討 

１０ ２０ ひだか町（静内保健所） ひきこもり研修会  研修会講師 

１０ ２９
帯広市・浦幌町・大樹町（帯広保健所） 

ひきこもり研修会・架空ケース検討
研修会講師 
架空ケース検討 
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月 日 実  施  内  容 備 考 

１０ ６ 中富良野町（富良野保健所） ひきこもり研修会 ケース検討 

１０ ２０ ひだか町（静内保健所） ひきこもり研修会  研修会講師 

１０ ３０ 新得町（帯広保健所） ひきこもり研修会 研修会講師 

１１ １６ 知内町（渡島保健所） ひきこもり研修会 研修会講師 

１１ １７ 北斗市（渡島保健所） ひきこもり研修会 研修会講師 

１１ ２７ 名寄市・士別市（名寄保健所） ひきこもり研修会 
研修会講師 
※オンライン 

１２ ３ 北広島市（千歳保健所） ケース検討 
ケース検討 
※オンライン 

１２ １４ 紋別市（紋別保健所） 打ち合わせ 
次年度打ち合わせ等 
※オンライン 

１２ １６ 足寄町（帯広保健所）研修会 研修会講師 

１２ １７ 訓子府町（北見保健所）ケース検討 ケース検討 

２ １７ 南幌町（岩見沢保健所）ケース検討 ケース検討 

２ ２４ 稚内市（稚内保健所）研修会 
研修会講師 
※オンライン 

２ ひきこもり出張無料相談会・よりどころ実施状況（札幌市） 

 〇ひきこもり出張無料相談会実施状況 

当センターの通常相談の開設日は平日の日中である。相談者によっては、平日の日中は

「仕事があり相談ができない」等、多様なニーズが考えられる。そのため、「ひきこもり

出張無料相談会」は各月 4 回程度（平日水曜日 2 回、土曜日・日曜日 1 回ずつ）13：30～

16：00 に実施した(1 回あたり最大 4件まで予約可）。 

「ひきこもり出張無料相談会」の実施にあたっては、当センターのホームページ、新聞掲

載、広報さっぽろ（誌面、地デジ、アプリ）、10 区役所・10 区民センターおよび他関係機

関へのチラシ配布等で周知を行った。特に、広報誌(配布)への掲載は市民からの反響が大

きかった。各回、申込状況に合わせて、相談員を調整した。開催日、件数は以下の通りで

ある。 

日程 場所 相談件数 日程 場所 相談件数

4月26日（日） 北区民センター⇒ひきこもり地域支援センター※ ２件 10月14日（水） 北区民センター ４件

10月17日（土） 東区民センター １件

10月25日（日） 厚別区民センター ３件

日程 場所 相談件数 10月28日（水） 中央区民センター ２件

5月16日（土） 中央区民センター⇒中止 -

5月20日（水） 厚別区民センター⇒中止 -

5月24日（日） 手稲区民センター⇒中止 - 日程 場所 相談件数

5月27日（水） 清田区役所⇒中止 - 11月11日（水） 白石区民センター ２件

11月21日（土） 西区民センター -

11月25日（水） 手稲区民センター ２件

日程 場所 相談件数

6月10日（水） 白石区民センター -

6月13日（土） 豊平区民センター １件 日程 場所 相談件数

6月24日（水） 東区民センター ２件 12月9日（水） 豊平区民センター １件

6月28日（日） 南区民センター １件 12月19日（土） 南区民センター １件

12月23日（水） 清田区役所 １件

12月

4月 10月

5月

11月

6月
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日程 場所 相談件数 日程 場所 相談件数

7月8日（水） 西区民センター １件 1月10日（日） 北区民センター ２件

7月11日（土） 厚別区民センター ２件 1月23日（土） 中央区民センター ３件

7月26日（日） 清田区民センター ２件

7月29日（水） 北区民センター ３件

日程 場所 相談件数

8月 2月10日（水） 厚別区民センター -

日程 場所 相談件数 2月20日（土） 手稲区民センター １件

8月12日（水） 中央区民センター ２件 2月24日（水） 東区民センター ２件

8月22日（土） 白石区民センター - 2月28日（日） 白石区民センター -

8月26日（水） 手稲区民センター ３件

8月30日（日） 東区民センター ４件

日程 場所 相談件数

9月 3月10日（水） 南区民センター ２件

日程 場所 相談件数 3月24日（水） 西区民センター １件

9月9日（水） 豊平区民センター ２件 3月28日（日） 豊平区民センター １件

9月18日（金） 白石区民センター（さっぽろ若者サポートステーション合同事業説明会） ３件

9月19日（土） 清田区民センター -

9月27日（日） 西区民センター ２件

9月30日（水） 南区民センター １件

7月 1月

2月

3月

※新型コロナウイルスの影響から、4月はひきこもり地域支援センターにて開催した。5月は

中止とした。 

・９月１８日（金）に、若者サポートステーションと合同説明会を行った。 

・当年度の「ひきこもり出張無料相談会」は、相談数 59 件（うち新規相談 18 件）。 

相談者数が最も多かった区は北区、次いで東区、中央区となっている。 

・当センター(白石区)から遠方の区や、交通機関等の利便性の高い区に相談数が多いことが

窺える。 

・北海道新聞「さっぽろ 10 区」に掲載し周知宣伝した。2020 年 6 月～2021 年 2 月（計 8回）。 

〇居場所「よりどころ」（親の会・当事者会）への専門職の派遣 

NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワークが実施している「よりどころ」に月 2

回参加し、精神保健福祉士等の専門職が相談に対応できるような体制を確保している。より

どころから新規相談に繋がったケースや、以前相談歴があり、よりどころがきっかけで再相

談に至ったケースもあった。また、当センターの相談者が「親の会・当事者会」に繋がるケ

ースもあり、社会資源の１つになっている。毎月第 4 週目に関しては、「学習会」として、

「親の接し方や声掛け、病気や障害について等」、当センターから参加者に向けて伝えた。

新型コロナウイルスの影響から中止やオンライン開催もあった。 

＜親の会＞ 

月 日 実  施  内  容 備 考 

４ １３ よりどころ 親の会①※中止 - 

４ ２７ よりどころ 親の会②※オンライン １名派遣 

５ ２５ よりどころ 親の会③※オンライン １名派遣 

６ ８ よりどころ 親の会④  １名派遣 

６ ２２ よりどころ 親の会⑤  ２名派遣 

７ ２７ よりどころ 親の会⑥  ２名派遣 

８ ２４ よりどころ 親の会⑦  １名派遣 



３１

＜当事者会＞ 

３ ネットワーク構築状況 

北海道・札幌市ともに、関係機関に対する事業概要説明等を行った。各市町村、保健所

からの問い合わせ、議員の見学来所、民間企業からの問い合わせ、インタビューや調査協

力などがあげられる。 

月 日 実  施  内  容 備 考 

９ １４ よりどころ 親の会⑧  １名派遣 

９ ２８ よりどころ 親の会⑨  １名派遣 

１０ ２６ よりどころ 親の会⑩  １名派遣 

１１ ２３ よりどころ 親の会⑪  １名派遣 

１２ ２８ よりどころ 親の会⑫  １名派遣 

１ １１ よりどころ 親の会⑬  １名派遣 

１ ２５ よりどころ 親の会⑭  １名派遣 

２ ２２ よりどころ 親の会⑮  ２名派遣 

３ ８ よりどころ 親の会⑯  １名派遣 

３ ２２ よりどころ 親の会⑰  １名派遣 

月 日 実  施  内  容 備 考 

４ ２０ よりどころ 当事者会①※オンライン １名派遣 

５ １８ よりどころ 当事者会②※オンライン ２名派遣 

６ １ よりどころ 当事者会③ １名派遣 

７ ６ よりどころ 当事者会④ １名派遣 

７ ２０ よりどころ 当事者会⑤ １名派遣 

８ ３ よりどころ 当事者会⑥ １名派遣 

８ １７ よりどころ 当事者会⑦ ２名派遣 

９ ７ よりどころ 当事者会⑧ １名派遣 

１０ ５ よりどころ 当事者会⑨ １名派遣 

１０ １９ よりどころ 当事者会⑩ ２名派遣 

１１ ２ よりどころ 当事者会⑪ １名派遣 

１２ ７ よりどころ 当事者会⑫ １名派遣 

１２ ２１ よりどころ 当事者会⑬ １名派遣 

１ １８ よりどころ 当事者会⑭ １名派遣 

２ １ よりどころ 当事者会⑮ １名派遣 

２ １５ よりどころ 当事者会⑯ １名派遣 

３ １ よりどころ 当事者会⑰ ２名派遣 

３ １５ よりどころ 当事者会⑱ １名派遣 
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〇事業概要説明等 

〇ひきこもり支援関係者研修会実施状況 

月 日 実  施  内  容 備 考 

３
１～
２１

令和 2年度 ひきこもり支援機関関係職員等研修会 
「ひきこもり相談の実際～架空事例から学ぶ」 

インターネット配信期間：3/1(月)～3/21(日)
参加者居住地内訳：北海道(札幌市以外)242 名、札幌市95 名

※ひきこもり支

援機関関係職員

等研修会と同時

開催 

※講師：コーディ

ネーター4名

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、録画配信による「インタ

ーネット配信」研修会とした。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、3 週間（24

時間いつでも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

〇ひきこもり関連会議参加状況 

月 日 実  施  内  容 備 考 

７ ２１ 第 1回さっぽろ子ども・若者支援地域協議会 1 名参加 

１０ ９ 第 2回さっぽろ子ども・若者支援地域協議会 1 名参加 

１２ ８ 北海道地域若者サポートステーション連絡会議（オンライン・書面会議） １名参加 

２ ５
第 3回さっぽろ子ども・若者支援地域協議会（オンライン・書面会議）

子ども・若者支援セミナー「民間支援活動から10 代女子の恋愛と性に潜むリスクを学ぶ」
2 名参加 

３ ８ 第 4回さっぽろ子ども・若者支援地域協議会（書面会議） - 

月 日 実  施  内  容 備 考 

４ １５ 深川保健所より問い合わせ（対象年齢について） 電話 

５ １２ KHJ 全国ひきこもり家族会連合会より取材 オンライン

５ １５ 東大阪市生活支援課より問い合わせ（対応方法等） 電話 

６ １ 北海道通信社 沖縄県石垣市教育委員会から問い合わせ（実態調査について） 電話 

６ ３ 千歳市保健福祉課より議会質問（ひきこもりサポーター派遣について） 電話 

６ ９ 朝日新聞より電話取材（八雲町での事件について） 電話 

８ ４ 毎日新聞より電話取材（8050 問題、相談件数について） 電話 

１２ ２ 滝川市役所福祉課より問い合わせ（滝川市在住の相談者実人数について） 電話 

１２ ２ 札幌市生活就労支援センター ステップ（事業等について共有） 来所 

１ ８ 北海道障害福祉課より問い合わせ「函館市との相談等、連携状況について」等 電話 

１ ２７
KHJ 全国ひきこもり家族会連合会より問い合わせ 

「ひきこもり支援のための家族会の設置状況」調査について
書面 

３ ２５
北海道精神障害者家族会連合会より「ひきこもり事例検討」について来年度の打
ち合わせ 

電話 
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〇講師派遣状況等 

月 日 実  施  内  容 備 考 

１１ １６ 札幌市 北区家庭生活カウンセラークラブ 学習会 １名派遣 

１２ １１
発達障がい特性を背景に持つ 8050 問題への対応 vol3 

主催：社会福祉法人はるにれの里
１名派遣 

３
１７
１８

札幌市民生委員協議会 研修会 
「ひきこもりの理解と支援について～民生委員・児童委員としてできること～」

１名派遣 

 〇外部研修参加状況等 

月 日 実  施  内  容 備 考 

６ ２１
北海道集団神療法研究会第 17 回学術研修会     
  「みんなのひきこもり時代におけるグループ」 

主催：北海道集団精神療法研究会

１名参加 
※オンライン研修 

１０ １７
長期化するひきこもり家庭のコミュニケーション不全 

主催：NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク
１名参加 

 〇ひきこもりサポーター養成研修事業 

月 日 実  施  内  容 備 考 

３
１～
２１

ひきこもりサポーター養成研修 
「ひきこもり相談の実際～架空事例から学ぶ」 

インターネット配信期間：3/1(月)～3/21(日)
参加者居住地内訳：北海道(札幌市以外)242 名、札幌市95 名

※ひきこもり支援機

関関係職員等研修会

と同時開催 

※講師：コーディネー

ター4名

３ ２２ ひきこもりサポーター養成協議会 ※設置要綱 別紙 2

研修会撮影・編集・DVD 作成の依頼 
（就労継続支援Ｂ型事業所 ここリカ・プロダクション）

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、録画配信による「インタ

ーネット配信」研修会とした。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、3 週間（24

時間いつでも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

※「ひきこもりサポーター養成協議会」において、今後のサポーターの活用方法、養成方法

等について協議した。 

※研修会アンケートと共に「ひきこもりサポーターの養成登録が本格化した場合にサポータ

ー登録を希望するか」と希望調査も行っており、当年度は以下のような回答が得られた。 

北海道 

(札幌市以外)
札幌市 計 

希望する 28 6 34

検討中 47 12 59

しない 39 12 51

未記入 18 16 34

未返信 110 49 159

申込合計 242 95 337
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ｃ 普及啓発 

相談先の掲載、インタビュー協力、リーフレット送付等により、ひきこもりに関する正し

い知識の普及に努めた。 

１．普及啓発実施状況 

○講演会や研修会などを活用しひきこもり本人および本人に向けたリーフレットを適宜

配布した。 

２．インターネット利用（ホームページ）による情報発信 

「ひきこもり」に対する理解の促進や相談先としての周知、支援団体や相談機関などとネ

ットワークを構築するためホームページによる情報発信を行った。 

ひきこもり相談ホームページアクセス件数 

年 度 件 数 備 考 

令和２年度 １９，６４０件 

令和元年度 ２３，００１件  

30 年度 ２０，３２０件  

29 年度 １９，８７６件  

月 日 実  施  内  容 備 考 

５ １２ 北海道精神障害者家族会連合会へリーフレット送付 郵送 

５ １９ くらしの新聞社まんまる新聞「悩んでないで相談を」に掲載 相談先掲載 

６ ２３ 帯広市「ひきこもりや心の健康などに関する相談窓口」に掲載 相談先掲載 

７ ８ 2021 年版「民生委員・児童委員手帳」関係機関・団体一覧の掲載 相談先掲載 

７ ８
オホーツク若者サポートステーションより 

「お仕事チャレンジ in 滝上」のチラシに掲載
相談先掲載 

９ １８
NHK 報道局社会番組部ひきこもり取材班 

「新型コロナウイルスの感染拡大」について WEB アンケート
WEB 回答 

９ ２３
A大学より 
「ひきこもり状態から就労・進学に至る要因の研究」アンケート調査協力

書面 

９ ３０
B大学より 
「ひきこもり」から回復に向かわせた要因に関する調査協力 

※当事者 A氏、B氏に依頼
書面 

１０ ６
平成 24 年度ひきこもりサポーター地域総合育成事業 DVD 貸出 

 社会福祉法人（精神障害）Aへ
郵送 

１ ２２
厚生労働省委託事業 
「ひきこもり状態にある方の社会参加に係る事例の調査・研究事業」への協力

※当事者 C氏に依頼
書面 

１ ２７ 就職氷河期世代のための合同特別相談会 リーフレット配架 郵送 

２ １７
北海道子ども若者支援協議会 
 相談先ホームページ掲載 小冊子について打ち合わせ  

オンライン 

- - 道内保健所および市町村へリーフレット送付 郵送 

- - 市内高等学校へ向けたリーフレット送付 郵送 
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年 度 件 数 備 考 

28 年度 １７，２９７件  

27 年度 １３，５５２件  

26 年度 １３，８６５件 

25 年度 １１，４３１件 

24 年度 ８，０３２件  

23 年度 ４，２３２件  

22 年度 ３，２２０件  

21 年度 ３，１０９件 （9ヶ月分） 

○昨年度に比べ減少しているものの、相談方法ページの閲覧が７，０４６件あり、相談

者が相談先を探す方法として活用されているものと思われる。 
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資 料 編

１ 理事・監事・顧問・参与・評議員名簿        (令和３年３月３１日現在) 

役  職   氏      名        所                        属 

理 事 長  阿 部 幸 弘  こころのリカバリー総合支援センター所長 

副理事長  池 田 輝 明  北海道精神病院協会会長 桑園病院院長 

常務理事  中 川   悟  北海道精神保健推進協会事務局長 

理 事  生 駒 一 憲  北海道大学病院リハビリテーション科教授 

理 事  石 川 博 基 北海道精神神経科診療所協会会長 いしかわ心療・神経クリニック院長 

理 事  小 出 英 子  ＮＰＯ法人オーク会副理事長 

理 事  廣 島   孝  北海道保健福祉部技監 

理 事  竹 村 真 一 札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部長 

理 事  中 村 末太郎  北海道精神障害者家族連合会会長 

理 事  松 原 良 次  札幌精神科医会会長 札幌花園病院院長 

監 事  松 下 克 則  北洋銀行常勤監査役 

監 事  日 浅 尚 子  北海道新聞社常勤監査役 

評 議 員  石 山 貴 博  ＮＰＯ法人精神障害者回復者クラブすみれ会副理事長 

評 議 員  大 澤 恵留美 北海道大学病院リハビリテーション部技師長 

評 議 員  岡 崎 大 介  北海道精神保健福祉センター所長 

評 議 員 鎌 田 隼 輔 札幌市保健福祉局精神保健福祉センター所長 

評 議 員  菅  原 悦  子  NPO法人札幌市精神障害者家族連合会会長 

評 議 員  善養寺 圭 子 北海道家庭生活総合カウセリングセンター理事

評 議 員  池 田 桂 子 こころのリカバリー総合支援センター「リラの会」会長

評 議 員  矢 部 滋 也  一般社団法人北海道ピアサポート協会代表理事 

評 議 員  田 中 美奈子 こころのリカバリー総合支援センター医療参事

評 議 員  土 肥 一 一  こころのリカバリー総合支援センターＯＢ会会長 

評 議 員 西 村 正 樹 認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ（障害者インターナショナル）日本会議 副議長

２ 財団法人設立から、今日までの経過等 

昭和６２年 ７月 ７日 財団法人設立準備委員会発足（第１回会議）

      〃   ８月１０日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立準備委員会 

（第２回会議） 

      〃   ８月１１日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立発起人会 

（設立総会） 

   昭和６２年 ８月２０日 民法第３４条の規定に基づく財団法人北海道精神保健推進 

協会設立許可申請 

     〃   ９月 １日 同上許可（北海道知事） 

     〃   ９月 １日 財団法人北海道精神保健推進協会事務局設置 
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     〃   ９月１０日 法人登記 

  平成 元年 ２月１６日 「札幌デイ・ケアセンター」開設 

   〃 ２１年 ４月 １日 「こころのリカバリー総合支援センター」に改称 

   〃 ２４年 ４月 １日 財団法人から公益財団法人へ移行 

   〃 ２６年 ６月１６日 就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」開設 

   〃 ２８年 ６月１６日 就労移行支援事業所「ここスタ」開設             

〃 ２８年 ６月１６日 相談支援事業所「ココクル」開設

〃 ３０年 ４月 １日 就労定着支援事業所開設（ここリカ・プロダクション内） 

令和 ２年 ４月 １日 就労移行支援事業所「ここスタ」の名称を多機能型事業所 

「ここリカ・プロダクション」に統一

３ 施設の概要 

（１）「こころのリカバリー総合支援センター」 

所在地  札幌市白石区平和通１７丁目北１番１３号  

建物構造 鉄筋コンクリート１部２階建  

面積   敷地面積           4,819.66 ㎡ 

建築延面積           1,793.7 ㎡ 

・管理訓練棟        1,315.5 ㎡ 

 （うち 90.7 ㎡を「ここスタ」「ココクル」で使用） 

・体育館             463.20 ㎡ 

・附属建物         15.00 ㎡ 

付属設備    テニスコート         １面 

  （２）「ここリカ・プロダクション」 

所在地  札幌市白石区平和通１５丁目北１３番１８号 

建物   民間住宅借上 木造３ＬＤＫ   90.26 ㎡ 

４ 基本財産 

基本財産の総額は５，０００万円で、すべて関係団体の寄附金及び北海道、札幌市か

らの出捐金であり、その内訳は次表のとおりである。 
（単位：円）    

機 関、団 体 名  金 額 

北海道精神病院協会 10,000,000 

北海道精神障害者家族連合会 10,000,000 

札幌市婦人福祉推進協会 10,000,000 

北海道  10,000,000 

札幌市 10,000,000 

計 50,000,000 


